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平成２９年度   社会福祉法人大泉町社会福祉協議会事業報告  

 

１   地域福祉の推進  

  「地域福祉活動計画」による事業展開が、最終年度の５年次を迎え、計画における最終目標を 

再確認・評価し、第２次地域福祉活動計画を策定しました。 

また、高齢者、障害者、母子家庭、低所得世帯等の複雑多様化する福祉課題に対し、生活支援

サービスの確保と充実、ボランティア活動、福祉団体等の支援、福祉教育の推進に努めました。 

  

 （１）法人運営  

法人組織の強化、事業運営の透明性の向上等に取り組み、地域に信頼される運営に努めまし

た。また、職員研修会の実施や専門研修に参加し、職員の資質及び専門性の向上を図りました。 

 

 ①理事会、評議員会、監事会、第三者委員会等の開催  

開催名  開催日  出席者  

理 事 会  

平成２９年  ５月２６日（金）  ９人  

平成２９年  ６月２０日（火）  １０人  

平成２９年１０月２３日（月）  １０人  

平成２９年１２月２１日（木）  １１人  

平成３０年  ３月２８日（水）  １２人  

評 議 員 会  

平成２９年  ６月１９日（月）  １８人  

平成２９年１２月２２日（金）  ２４人  

平成３０年  ３月２９日（木）  ２２人  

監 事 会  平成２９年  ５月２２日（月）  ２人  

苦 情 解 決 第 三 者 委 員 会  平成２９年  ５月２２日（月）  ２人  

評 議 員 選 任 ・ 解 任 委 員 会  平成２９年  ５月２２日（月）  ５人  

正 副 会 長 会 議  
平成２９年  ５月２６日（金）  ３人  

平成３０年  ３月２８日（水）  ３人  

 ②会員募集の実施  

    一般会費       ２ ,８７５ ,１００円（９，５８３世帯）  

   賛助会費       ２ ,２１３ ,０００円（１，１０５口）  

   特別会費         ５００ ,０００円（５０口）  

 ③役職員研修会への参加及び研修会の開催  

 （研修会へ参加）  

研修内容  開催日  参加者  

施設職員等新任職員研修  平成２９年５月 2･8･12 日  ２人  

第 54 回関東 ﾌﾞﾛｯｸ郡市区町村社協

職員合同研究協議会  
平成２９年７月 13～ 14 日  ２人  

市町村社協会長会議  平成２９年７月１９日  １人  

市町村社協会長セミナー  平成２９年９月 12～ 13 日  １人  

群 馬 県 生 活 支 援 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養 成 研 修  平成２９年１１月 6･17 日  ２人  

市町村社 協地 域公益 活動研究 会  平成２９年１１月２４日  １人  
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社会福祉 法人 役員等 講習会  平成２９年１１月３０日  １人  

市町村社 協会 長会議  平成２９年１２月１３日  １人  

災害 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ設置運営研修会  平成２９年１２月１５日  １人  

市町村社協会長会議  平成３０年  １月１４日  １人  

見守りセミナー  平成３０年  １月１５日  １人  

市町村社協トップセミナー  平成３０年  １月２４日  ４人  

社 会 福 祉 法 人 の 地 域 公 益 活 動 推 進 ｾﾐﾅｰ 平成３０年  ３月１５日  １人  

  （職員研修会の開催）  

内  容  開催日  参加者  

大泉町手話言語条例について  
手話（入門編）  

平成２９年１１月２８日  ２０人  

  ④適正な会計処理の実施  

研修内容  開催日  参加者  

市町村社 会福 祉協議 会経理研 修会  平成２９年８月１７日  １人  

  

（２）企画広報事業  

社協だよりやホームページ等の活用により様々な世代が情報を得られるような仕組みを構築

し、住民に本会の事業内容を一層周知するとともに、地区社協やボランティア団体など多くの

関係者の活動を紹介することで地域福祉活動への住民参加の促進を図りました。 

本年度は、介護職員初任者研修を３町（千代田町・大泉町・邑楽町）社協合同で開催し、福

祉人材の育成を行いました。 

また、福祉に関する各種事業（イベント等）の開催などの啓発事業を実施するとともに、町

内で様々な福祉活動に携わってこられた方々の功績を称えるため社会福祉大会を開催しました。 

 

広報紙「社協だより」の発行  ※「ぼらんてぃあ」と合同発行  

発   行   回   数  ｢社協だより ｣毎月発行  

発   行   部   数  １３，４３４部  

ホームページリニューアル  

切 替 時 期  平成２９年１０月  

介護職員初任者研修  ※千代田町・邑楽町と共催事業  

開 催 期 間  平成２９年７月１４日～９月２９日（１１０時間）  

参 加 人 数  １２人（大泉町５人）  

社会福祉大会の開催（保健福祉まつり）  ※大泉町と共催事業  

開 催 日  平成２９年１１月１８日（土）～１９日（日）  

表 彰 状 受 賞 者  ２４人  

感 謝 状 受 賞 者  １８人・１１団体  

大   会   内   容  式典、作品展示、模擬店  

戦没者追悼式の開催  ※大泉町と共催事業  
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開 催 日  平成３０年３月２１日（水）  

参  加  人  数  ７５人  

 

 （３）地域福祉・地区社協事業  

地域に住む様々な人の協力や理解を得て、お互いが支え合う新しい小地域ネットワークの構

築に努め、地区社協の活動支援、講演会や研修会を開催し、新たな事業の提案や情報の提供を

行いました。また、第２次地域福祉活動計画を策定し、地域福祉の充実に努めました。 

 

①地区社協長連絡会議の開催  

開催日  出席者  

平成２９年４月７日（金）  ２９人  

平成２９年８月８日（火）  ３０人  

平成３０年２月２７日（火）  ２５人  

②地域支え愛セミナーおおいずみの開催  

開 催 日  平成２９年７月３１日（月）  

開 催 内 容  基調講演、町内活動事例発表（４団体）  

開 催 場 所  公民館  

参 加 者  １１０人  

  ③地区座談会の開催  ※大泉町と共催事業  

開 催 日  平成２９年８月２日（２回）、３日（２回）  

開 催 内 容  地域福祉計画・地域福祉活動計画に向けた地域福祉座談会  

開 催 場 所  公民館  

参 加 者  １２８人  

  ④第２次地域福祉活動計画策定に向けた懇談会や委員会の開催  

   地域福祉活動計画策定懇談会  ５回（懇談会委員  １７人）  

開  催  日  開催内容  

平成２９年８月３１日  
･計画の概要について  

･アンケート調査結果について  

平成２９年９月２２日  

･事業実績状況調査について  

･町民アンケート調査について  

･計画の骨子案について  

平成２９年１０月６日  
･基本理念（案）及び基本目標について  

･計画の素案について  

平成２９年１０月１１日  ･計画素案について  

平成３０年１月２９日  
･パブリックコメント結果報告について  

･実施計画について  

   地域福祉活動計画策定委員会  ４回（策定委員  １１人）  

⑤地区社協の組織確立と活動の支援  

 地区社協活動費補助  
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地           区  ３０地区  

補   助   金   額  

２，５１８，９００円  

（一般会費分   １，９１６，４００円）  

（賛助会費分       ５５２，５００円）  

（特別会費分         ５０，０００円）  

モデル地区指定事業  

指  定  地  区  第２区、第３区  

指  定  金  額  ２００，０００円（１地区  １００，０００円）  

指  定  期  間  平成２８年度から平成３０年度  

未  指  定  地  区  １４地区／３０地区  

⑥いきいきふれあいサロン事業の実施  

平成２９年１０月２日（月）東部 ﾌﾞﾛｯｸふれあい・いきいき ｻﾛﾝ研修へ  

            地区社協長等参加  

サロン指定事業  

指  定  地  区  第２６区  

補  助  金  額  ５０，０００円  

指  定  期  間  平成２９年度から平成３０年度  

未  指  定  地  区  ８地区／３０地区  

いきいきふれあいサロン実施地区  

    実  施  地  区  数・・・１２地区（モデル地区以外の地区社協）  

⑦高齢者訪問  

実    施     日  平成２９年９月８日（金）  

対   象   人   数  １０３人（９０・９５歳の高齢者に記念品贈呈）  

  ⑧ひとり暮らし高齢者おせち料理配布事業の実施  

実    施     日  平成２９年１２月３１日（日）  

対     象     者  ７０歳以上のひとり暮らし高齢者  

配     食     数  ８５０食  

  ⑨ひとり親家庭のつどいの開催  

実    施    日  平成３０年３月１７日（土）  

実   施   場   所  東京ディズニーランド  

参  加  人  数  ３８人  

  ⑩生活支援事業実施に向けた調査・研究  

   （研修会の参加）  

開   催   日  平成２９年９月１０日（日）  

開  催  内  容  広がれ、こども食堂の輪！全国ツアー㏌ぐんま  

参   加   人   数  ３人  
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（アンケート調査の実施）  

実  施  期  間  平成２９年１１月～１２月  

実  施  内  容  『買い物・ゴミ出し』に関するアンケート調査  

依   頼   先  町内の介護支援専門員  

回  収  件  数  １０４件  

⑪朗読ＣＤの配付  

内           容  ｢広報おおいずみ ｣をＣＤに録音し配付  

利  用  人  数  視力障害者   ２人  

実   施   回   数  ２４回  

協  力  団  体  大泉朗読の会ベビーヴォイス  

⑫車いすの貸し出し  

貸   出   件   数     ５９件  

 

（４）ボランティアセンター事業  

地域のボランティアの状況把握（登録や育成、需要調整等）を行うとともに、ボランティア

啓発事業を開催し、新たな活動者の増加に努めました。 

本年度は、ボランティア養成のため、各種講座を開催するとともに、「傾聴ボランティアステ

ップアップ講座」を３町（千代田町・大泉町・邑楽町）社協合同で開催し、ボランティア活動

者に対するスキルアップのための支援も行いました。 

 

①ボランティアグループ育成援助  

ボランティア団体活動補助金の交付  

補   助   団   体・・・２８団体  

補  助  金  額・・・５０４，０００円  

②ボランティア講座の開催  

福祉体験学習ボランティアスキルアップ講習会  

開 催 日  平成２９年５月２５日（木）  

開 催 場 所  保健福祉総合センター  

参  加  人  数  ７人  

傾聴ボランティアステップアップ講座  

※邑楽町社協、千代田町社協と共催事業  

実    施    日  平成２９年７月４・１１日の２日間  

実  施  場  所  文化むら  

参   加   人   数  ４３人（大泉町１７人）  

親子チャレンジスクール  

開 催 日  平成２９年８月１８日（金）  

見  学  場  所  
つくばサイバーダインスタジオ  

㈱幸和義肢研究所  
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参  加  人  数  １４人  

ピザづくり体験講座（障害児者体験講座）  

開 催 日  平成２９年１０月１５日（日）  

開 催 場 所  
バリアフリーペンション  

まついだ森の家（安中市松井田町）  

参  加  人  数  １１人  

レクリエーション講習会  

開 催 日  平成３０年２月２７日（火）  

開 催 内 容  
脳・体・心の健康促進と仲間づくりの  

レクリエーション  

開 催 場 所  文化むら  小ホール  

参  加  人  数  １１１人  

③ボランティアセンター相談・あっせん事業の推進  

相   談   件   数・・・９９件  

あっせん件   数・・・９４件  

ボランティアセンター登録者数  

個           人・・・１７人  

団           体・・・７６団体   １，０３０人  

 ④ボランティア保険加入促進  

   受  付  件  数   ７５件  

   加 入 補 助 人 数   ３９９人  

   補   助   額   １３９，６５０円  

  ⑤広報紙「ぼらんてぃあ」の発行  ※「社協だより」と合同発行  

発   行   回   数  ｢ぼらんてぃあ ｣毎月発行  

発   行   部   数  １３，４３４部  

  ⑥エコキャップ収集運動  

   回 収 箱 設 置 場 所  ８箇所（役場・保健福祉総合センター・体育館・  

            いずみの杜・老人福祉センター・町公民館 /南別館、図  

書館）  

   回 収 実 績  ２ ,１３９ .５ｋｇ（約９１９，９８５個）  

            →ポリオワクチン５３４．９人分  

  ⑦ボランティア協議会活動支援  

   協議会活動にかかる費用の助成・活動の支援を事務局として行いました。  

 

（５）福祉教育推進事業  

学校との連携を強化するとともに、福祉体験学習等を積極的に実施し、福祉教育の推進を図

りました。 
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①福祉協力校の指定  

福祉協力校指定・・・７校（町内全小中学校）  

指   定   期   間・・・３年間  

②福祉体験学習の実施  

対           象  町内小中学校、児童館  

実   施   回   数  １４回  

実   施   内   容  
手 話 ・ 点 字 ・ 車 い す ・ ブ ラ イ ン ド ウ ォ ー ク ・              

高齢者疑似体験  

協  力  団  体  
手話サークルはるにれの会・大泉点字の会・福祉体験

サポートさくら  

  ③小中学生ふくし作文・ポスターコンクールの実施  

   対      象   町内小中学生  

   応   募   数   小学生（作文の部）    ６８作品  

               （ポスターの部）  ５０作品  

            中学生（作文の部）   ２２７作品  

               （ポスターの部）１２６作品  

    ※大泉町、大泉町教育委員会と共催事業  

  ④介護体験教室の開催  

開 催 期 日  平成２９年８月１８日（金）  

開 催 内 容  介護体験からできる支援を考える  

対 象  町内中学校生徒（３校）  

参  加  人  数  ２５人  

    ※大泉保育福祉専門学校と共催  

 

（６）福祉団体育成支援事業  

福祉団体活動にかかる費用の助成、団体事務局として活動の継続支援を  

行いました。  

 

 ①遺族会活動支援  

 ②更生保護女性会活動支援  

 ③心身障害児者療育父母の会活動支援  

 ④保護司会大泉支部活動支援  

 ⑤母子会活動支援  

 ⑥老人クラブ活動支援  

 

 （７）生活支援事業  

関係機関（相談支援機関）との連携を深めるとともに、既存の制度・サービスを活用しなが
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ら相談支援に関する取り組みを行い、住民福祉の充実を図りました。 

本年度は、新たに子ども就学支援事業の一環として、「学生服リユース事業」を行いました。 

 

事業実施内容 実  績 

福 祉 相 談 事 業  相  談  件  数    ３７０件  

小 口 生 活 資 金 貸 付 事 業  貸  付  件  数     ２３件  

通 学 補 給 金 事 業  
対  象  人  数        ６人  

（新入学２人）  

日 常 生 活 自 立 支 援 事 業  利  用  件  数     １６件  

学 生 服 リ ユ ー ス 事 業  
学生服等寄贈件数    ２２件  

学生服等無償提供件数   ６件  

法 外 援 護 事 業  利  用  件  数      １件  

 

（８）共同募金配分事業  

共同募金（一般募金、歳末募金）からの配分金を財源として、各福祉事業費や生活困窮世帯

等への支援として活用し、住民福祉の充実を図りました。 

 

 ①高齢福祉事業の実施  

ひとり暮らし高齢者友愛訪問事業  

実   施   内   容  
毎週１回、地区社協長・ボランティア等の協力により、

牛乳等を持参して訪問激励をした ｡ 

対     象    者  ７５歳以上のひとり暮らし高齢者  

延 べ 対 象 人 数  ４，８８６人  

 ②障害福祉事業の実施  

障害者等紙おむつ支給事業  

支 給 月  ４・７・１０・１月  

配   布   内   容  平型、パンツタイプ、テープ式  

対     象     者  在宅障害者で紙おむつ使用者  

延 べ 利 用 人 数  ２８人  

 ③歳末たすけあい運動の実施  

  歳末たすけあい運動実施会議の開催  

   歳末たすけあい運動事前会議・・・１回  

   地区社協長・民生委員合同会議・・１回  

歳末施設入所者見舞  

実    施     日     平成２９年１２月１９日（火）  

見   舞     先     １７ヵ所  

対   象   人   員     １４２人  

見  舞  金  額   ２８４，０００円  

見  舞  参  加  者       １３人  
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歳末たすけあい見舞金  

対   象   人   員     ９４３人  

見  舞  金  額   ２，９３７，０００円  

歳末地域福祉サービス事業  

実   施   地   区     １６地区  

助  成  金  額   ５７７，６００円  

 

（９）福祉サービス受託事業  

大泉町及び群馬県社協から委託を受け、高齢者、障害者、低所得者等福祉サービス事業を実 

施し、住民福祉の充実を図りました。 

 

①ひとり暮らし高齢者給食サービス事業  

実    施     日  土・日・祝日を除く毎日  

実   施   回   数  ２４４回  

配     食     数  ５，５１３食  

利   用   人   数  ４５人（男１８人、女２７人）  

※大泉町委託事業  

②ねたきり高齢者等紙おむつ支給事業  

支 給 月  ４・７・１０・１月  

配   布   内   容  平型、パンツタイプ、テープ式  

対     象     者  在宅ねたきり高齢者等で紙おむつ使用者  

延 べ 利 用 人 数  ６１７人  

※大泉町委託事業  

③いずみ福祉号（車イス乗降車）の貸出  

貸出内容  件  数  

通   院  ５５件  

外   出  １２件  

入  退  院   ３件  

合計件数  ７０件  

※大泉町委託事業  

  ④手話奉仕員養成講座の実施  

   （基礎課程）  

    実  施  期  日   平成２９年５月１０日～１１月１日（全２５回）  

    実  施  場  所   保健福祉総合センター  

    参  加  人  数   ７人（大泉町４人）  

   （入門課程）  

    実  施  期  日   平成２９年５月１０日～１１月１日（全２５回）  
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居宅介護支援  

    実  施  場  所   保健福祉総合センター  

    参  加  人  数   １９人（大泉町１３人）  

    ※大泉町委託事業  

    ※邑楽町社協、千代田町社協と共催事業  

⑤生活福祉資金等貸付事業の相談、支援  

   相談件数  

来  所  電  話  その他  合  計  

３８件  ２２件  ４件  ６４件  

貸付件数  

緊急小口資金  教育支援資金  合  計  

４件  １件  ５件  

   ※群馬県社協委託事業  

  

２  介護サービス事業の経営  

利用者が、その有する能力に応じて、可能な限り居宅において自立した日常生活を営むことが

できるよう、生活の質の確保及び向上を図るとともに、安心して日常生活を過ごすことができる

よう、居宅介護支援事業を実施しました。 

 

居宅介護支援事業の実施  

介護保険法に基づき、居宅介護支援事業を実施し、利用者の心身の状況や家庭環境等を踏ま

え、介護保険法、その他関係法令に基づき、関係する市町村や事業者、地域の保健・医療・福

祉サービス等と綿密な連携を図りながら、介護支援専門員（ケアマネジャー）によるサービス

の提供に努めました。 

 

実施内容  延べ利用件数  

要介護１（４９７件）  

要介護２（３４９件）  

要介護３（２９２件）  

要介護４（１２０件）  

要介護５（  ７６件）  

１，３３４件  

介護認定調査  ５４件  

介護予防居宅介護支援  ２４２件  

介護予防ケアマネジメント（総合事業）  １９３件  

（研修会へ参加）  

研  修  名  日   程  参加人数  

大 泉 町 高 齢 者 医 療 福 祉 交 流 研 修 会  平成２９ 年５ 月２９ 日  １人  

介 護 支 援 専 門 員 専 門 研 修  

（ 専 門 研 修 課 程 Ⅰ ）  

平成 29 年 7 月 14・ 21 日・  

8 月 9・ 24・ 9 月 8・ 21 日  
１人  

介 護 支 援 専 門 員 専 門 研 修  平成 29 年 10 月 6･20 日・  ２人  
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（ 専 門 研 修 課 程 Ⅱ ）  11 月 14・ 22 日 ･12 月 15 日  

認 定 調 査 現 任 研 修  平成２９ 年１ ０月１ １日  ３人  

ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 研 修 会  
平成２９ 年１ ０月１ ８日  

平成３０ 年  ３月  ９日  
各１人  

大 泉 町 高 齢 者 医 療 福 祉 交 流 研 修 会  平成２９ 年１ ２月１ ５日  １人  

ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 連 絡 会  ６回  各１人  

 

３  地域活動支援センターの運営   ※大泉町指定管理施設  

大泉町より指定管理者として指定を受け、地域において就労の機会等が得難い、在宅

の心身障害者に日常生活又は社会生活を営むことができるよう、創作的活動又

は生産活動の機会の提供及び社会との交流の促進を図るとともに、日常生活に

必要な便宜の供与等の支援を行いました。  

さらに、保護者、地域社会、関係各機関・団体等との密接なる連携を持って

開かれた施設を目指し、ノーマライゼーションの理念の実現を図ることを目的

とし、障害者福祉の推進を図りました。  

 

開 所 日 数  ２４３日  

利 用 人 数  １２人（男６人、女６人）  

ボ ラ ン テ ィ ア 受 け 入 れ  
作業協力、手芸作品制作指導、習字指導  

１０９人  

運 営 委 員 会  ２回  

 

（１）日常生活に必要な社会性の訓練  

利用者一人ひとりの特性や能力を的確に把握し、イベント等へ積極的に出

店し、実習販売を行い、接客を通して社会性を身につけ、他者とのコミュニ

ケーション能力の向上の支援を行いま した。  

また、商業施設での買い物を実施し、小遣い帳の利用により、金銭を扱う  

機会を設け、正しい金銭感覚を養うとともに、軽微な買い物は一人でもでき  

るよう支援や外食や弁当購入なども実施し、自立生活にも結びつくよう支  

援しました。  

観桜会・工場見学・外食等を実施・・・２４回  

 

  ①職業生活及び職業的自立の基礎的訓練  

利用者 1 人あたり月額 10,000 円以上を目標に賃金支給できるよう援助 を行

いました。さらに、喜びと働くことの意義を理解できるよう支援するととも

に、金銭を得る事の大切さを感じられるよう支援 に努めました。  

 

    利用者作業賃金平均額・・・１３，０３４円／月  

 

②職業適性の発見及び機能訓練  

    自主生産活動（野菜作り、お菓子作り）、衣類の脱着、洗濯や清掃などを  

通して、利用者の能力に応じた作業を見極め、個々の利用者にあった作業の  
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発見に努め、必要な支援を行いました。  

 

作  業  名  作業内容  作業収入額  

ア ル ミ 缶 回 収  回  収  日：年間（隔週）  

回収地区：７地区（ １ ，１ ６ ３ 軒 ） 

１３９，５７０円  

お 菓 子 製 造  お 菓 子 製 造 （ ク ッ キ ー ・ マ ド レ ー

ヌ ・ パ ウ ン ド ケ ー キ ・ チ ー ズ ケ ー キ ）  

３，２４１，６８０円  

販  売  受注販売  

委託販売（ パ ナ ソ ニ ッ ク 内 ３ 売 店 ） 

訪問販売（ＳＵＢＡＲＵ）  

イベント販売（１８回）  

定期販売 （ 毎 月 １ ０ 日 、 保 健 福 祉 総  

合 セ ン タ ー ）  

畑作業・野菜販売  野菜作り  

イベントや福祉まつり等販売  

５３，１５０円  

手 芸 品 制 作 販 売  さをり織りで手芸品製作  

福祉まつり等販売  

２２，９００円  

   

③家内工業的な授産指導  

   企業から支援をいただき、軽作業を受注し納期に収めることの意義や重要  

性を通して、責任感や達成感を得られるように支援を行いました。  

作  業  名  作業内容  作業収入額  

下 請 け 作 業  
車部品の袋詰め（年間）  

商業店舗駐車場除草 (5～ 9 月 ) 
２６９，６５３円  

 

（３）その他独立自活に必要な指導訓練及び目的達成のため必要な事業  

 利用者の生活拠点は「地域」であるとの認識に立ち、地域社会との交流  

を通して、地域社会の一員として、自立して生活できるよう支援を行いまし  

た。また、お菓子・野菜販売の常設スペースを施設内に確保し、購入・注文  

の出来る場所を明確にしてほしいというニーズに応え、地域に広くアピール  

することに努めました。  

 

広報紙「花ことば」の発行  

発 行 月  ４・７・１０・１月  

お菓子・野菜等の施設内常設販売  

販 売 日 時  毎週木曜日  午前１０時～午後３時  

納涼祭の開催  

開 催 日  平成２９年７月２７日（木）  

開 催 内 容  
利用者、ボランティアによる演芸、模擬店、  

ゲームコーナー等  

協 力 団 体  保護者会、ボランテ ィア団体、大泉保育 福祉専門学

校  

総合訓練（避難・誘導・通報・消火） の実施  
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実 施 日  平成２９年１１月２４日（金）  

消火・避難誘導訓練の実施  

実 施 日  平成３０年３月２７日（火）  

 

４  老人福祉センターの運営   ※大泉町指定管理施設  

大泉町より指定管理者として指定を受け、高齢者の福祉を充実し、高齢者のための各種相談、

健康の増進と教養の向上を図るとともに世代間の交流の促進に努めました。 

また、地域社会、関係各機関・団体等との密接なる連携を持って開かれた施設を目指しノーマ

ライゼーションの理念の実現を図ることを目的とし、高齢者福祉の推進を図りました。 

 

運営委員会  

・委  員  数  ９名  

・委員会開催  １回（平成２９年７月２８日場所：保健福祉センター） 

 

（１）高齢者のレクリエーション又は集会のための施設提供  

    高齢者が集える広間、教養娯楽室、入浴施設等を開放し利用者が交流す  

る場を提供しました。  

 

①開館日数・利用者数状況                   単位：人  

月  

開館  

日数

（日）  

利用者数  

内  訳  

男  女  

人  数  
割合

（％）  
人数  

割合

（％）  

４  ２０  １ ,６０７  ７９６  49.5 ８１１  50.5 

５  １９  １ ,４５６  ７３６  50.5  ７２０  49.5 

６  ２２  １ ,７７４  ８９５  50.5 ８７９  49.5 

７  ２１  １ ,５６０  ８１４  52.2  ７４６  47.8 

８  ２２  １ ,５８３  ８２４  52.1 ７５９  47.9 

９  ２１  １ ,５９９  ８３８  52.4 ７６１  47.6 

１０  ２１  １ ,５８３  ８３０  52.4 ７５３  47.6 

１１  ２０  １ ,５８０  ８３２  52.7 ７４８  47.3 

１２  １８  １ ,４９３  ７４５  49.9 ７４８  50.1 

１  １９  １ ,５６６  ７８７  50.3 ７７９  49.7 

２  ２０  １ ,６０４  ７７０  48.0 ８３４  52.0 

３  ２２  １ ,６８３  ８４２  50.0 ８４１  50.0 

計  ２４５  １９ ,０８８  ９ ,７０９  50.9 ９ ,３７９  49.1 
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②機能回復機開放  

利  用  回  数  ２４５回  

内      容  

肩関節輪転運動器、歩行補助平行棒、肋木、フィットネ

スバイク、ベルトエクサー、ウォーキングマシーン、椅

子式マッサージ機、体重計、ヘルストロン、全自動血圧

計  

延 べ 利 用 人 数 ４，４３０人  

 

 （２）高齢者の教養向上、健康増進のための事業の開催  

    教養講座、健康増進講座として次の事業を実施しま した。また、利用者  

サークル活動、クラブ活動の発表の場としてお楽しみ会を開催しま した。  

 

お楽しみ会  

開 催 日  平成２９年  ６月  ３日（土）   

平成２９年１０月２１日（土）   

平成３０年  ２月２４日（土）   

開 催 内 容  利用者運営による発表と鑑賞  

延 べ 参 加 人 数  １５６人  

軽スポーツ大会  

開 催 日  平成２９年１２月１４日（木）  

開 催 内 容  輪投げ大会  

参 加 人 数  ８０人  

消費生活センター出前講座  

開 催 日  平成２９年６月３日（土）  

開 催 内 容  
契 約 に つ い て の 基 礎 知 識 を 学 び 消 費 生 活 に つ い て の 意

識を高めてもらう講座  

参 加 人 数  ５８人  

いきいき美容教室  

開 催 日  平成３０年１月２５日（木）  

開 催 内 容  

高 齢 者 向 け 美 容 教 室 を 開 催 し 、 介 護 予 防 及 び Ａ Ｄ                  

Ｌ（日常活動動作）の維持・向上を図るとともに、地域

高 齢 者 の 交 流 並 び に 健 康 寿 命 の 増 進 に 貢 献 す る こ と を

目的とする教室  

参 加 人 数  １３人  

孫といっしょのおりがみ教室  

開 催 日  平成３０年３月２８日（水）  

開 催 内 容  

脳 の 活 性 化 を 図 る と と も に 地 域 高 齢 者 の 交 流 の 場 の 提

供と、お孫さんと一緒におりがみを楽しむことで、世代

間交流の場を提供する教室  

参 加 人 数  ６０歳以上  ７人  
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お孫さん   ９人  

園児による祖父母の似顔絵作品展示  

開 催 期 間  平成２９年９月１日～１８日  

開 催 内 容  
世 代 間 交 流 の 一 環 と し て 館 内 に 祖 父 母 を テ ー マ に し た

作品を展示  

協 力  えのきこども園（年長児）  

癒しの湯の開催  

実 施 内 容  
り ん ご 風 呂：平成２９年１２月１４日～１６日（３日間） 

ゆ ず 風 呂：平成２９年１２月２２日（冬至）  

 

 （３）高齢者の生活相談、健康相談その他各種の相談  

    高齢者の生活相談、健康相談に応じるため、 研修・研究し職員の資質、技  

術向上に努めます。  

相談件数・・・４６件 (延べ４６人 ) 

 

（４）世代間ふれあい交流事業の開催  

  高齢者と幼児のふれあいの場として、次の事業を実施しました。  

敬老のつどい  

開 催 日  平成２９年９月９日（土）  

開 催 内 容  舞踊ショー・舞踊劇  

参 加 人 数  ６２人  

お遊戯会  

開 催 日  平成３０年２月９日（金）  

開 催 内 容  みよし保育園児によるお遊戯の鑑賞  

参 加 人 数  ２０人  

 

 （５）センターの施設及び設備の維持管理に関する事業  

    施設及び設備の適正管理に努めました。  

自主防災訓練の実施  

実 施 日  
平成２９年７月  ６日（木）  

平成３０年３月１５日（木）  

参 加 人 数  各３０人  

 

 

５  心身障害者等デイサービスセンターの運営   ※大泉町指定管理施設  

大泉町より指定管理者として指定を受け、町内に居住する、既存の授産施設、地域活動支援セ

ンター等への通所が困難な在宅の重度心身障害者に、日常生活に必要な基本的生活習慣の訓練、

並びに機能訓練及び入浴サービス等の支援を行い、その介護を行う家族等の負担を軽減すること
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を目的とし運営を行いました。 

また、利用者個々のＱＯＬ（生活の質）を高め、豊かな人間関係の形成と、実りある人生の確

立を支援しました。 

さらに、保護者、地域社会、関係各機関・団体等との密接なる連携を持って開かれた施設を目

指しノーマライゼーションの理念の実現を図ることを目的とし、障害者福祉の推進を図りました。 

 

開 所 日 数  ２４２日  

利 用 人 数  ７人（男４人、女３人）  

運 営 委 員 会  ２回  

 

（１）日常訓練・機能回復訓練  

利用者の障害特性によって必要な支援目標を立て、集団における支援の場を確 

保し、体力の維持、増進を図りました。 

 

     ・公園散策・外食会等の実施・・・２９回  

・調理実習の実施・・・・・・・・毎月１回  

 

（２）養護  

 家庭介護の負担軽減と、衛生的で健康的な生活ができるよう、入浴サービスや散髪同行サ 

ービスなどを実施しました。実施にあたっては保護者からの意見や要望等を考慮し、利用者の 

体調に十分配慮し、入浴希望については、利用回数などの制限は行わず、可能な限り希望に沿 

うようにサービスを提供しました。 

 

入浴サービス  

実 施 日  毎日（金曜日を除く）  

延 べ 利 用 人 数  ２４６人  

散髪引率サービス  

実 施 回 数  ８回  

延 べ 利 用 人 数  １５人  

延長ケア（朝：８時３０分～９時、夕：１６時～１７時） 

利 用 総 時 間  １３１時間４５分  

延 べ 利 用 人 数  １３５人  

 

（３）その他センターの目的を達成するために必要な事業  

地域社会の中の施設として社会的役割を果たすことに努めます。  

   

広報紙「花ことば」の発行  

発 行 月  ４・７・１０・１月  

納涼祭  
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開 催 日  平成２９年７月２７日（木）  

開 催 内 容  
利用者、ボランティアによる演芸、模擬店、  

ゲームコーナー等  

協 力 団 体  保護者会、ボランテ ィア団体、大泉保育 福祉専門学

校  

総合訓練（避難・誘導・通報・消火）  

実 施 日  平成２９年１１月２４日（金）  

消火・避難誘導訓練  

実 施 日  平成３０年３月２７日（火）  

 

６   地域包括支援センターの運営  

大泉町より委託を受け、高齢者の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行う

ことにより、その保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的として、総合相

談支援業務、権利擁護業務、包括的・継続的ケアマネジメント業務、認知症総合支援事業、介護

予防事業等を実施しました。 

なお、事業の推進においては、地域住民、行政、ケアマネジャー、サービス事業者、民生委員、

地区社協等、フォーマル及びインフォーマルなサービス関係者等によって構成される人的ネット

ワークを構築するよう努めました。 

また、地域包括支援センターの保健師、看護師、主任介護支援専門員、社会福祉士、認知症地

域支援推進員がそれぞれの専門性を生かしながら、チームアプローチで支援することにより、迅

速かつ効果的な支援を提供しました。 

 

（１）総合相談事業  

地域に住む高齢者に関するさまざまな相談を受理し、適切な機関・制度・

サービスにつなぎ、フォローするとともに、必要に応じて地域包括支援セン

ターの業務に継続していくといった、地域包括ケアとしての継続支援の入り

口となるよう努め、相談からサービスの調整までワンストップサービスが展

開できる拠点としての機能を持つよう努 めました。  

また、地区社協、民生委員、介護保険事業所など地域における様々な関係者とのネットワー 

ク構築に努め、高齢者の持つ課題が解決へと結びつくよう支援体制を構築に努めました。 

  

相談件数  

来  所  電  話  訪  問  その他※  合  計  

４５８件  ２ ,０１ ７件  １ ,１１ １件  １４２件  ３ ,７２ ８件  

 ※ FAX、メール、他の場所  

 

（２）一般介護予防事業  

    介 護 予 防 や 認 知 症 予 防 の た め の 訪 問 指 導 や 介 護 予 防 教 室 等 を 開 催 し ま し

た。また、地域において介護予防、認知症予防に関する住民主体の活動が効

果的に展開されるよう人材の養成や、活動支援を実施しました。  

 

  ①介護予防事業  
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音楽療法教室  

内 容  音楽を通じ介護予防認知症予防を図る。  

実  施  回  数  ９回  

延 べ 参 加 人 数  ２１０人  

脳活げんき講座  

内 容  脳トレーニングを通じ介護予防認知症予防を図る。  

実  施  回  数  ５回  

延 べ 参 加 人 数  ６５人  

介護予防「ほっとカフェ」  

内 容  
交流の中から精神的なつながりや生きがいづくりに

つなげる。  

実  施  回  数  １１回  

延 べ 参 加 人 数  １７６人  

介護「よぼう仙人」スクール  

内      容  

ヨーガ療法・介護予防体操・栄養・漢検教室を行い

知識や技術を学ぶ場を提供し介護予防への意識の向

上や閉じこもり予防を図る。  

実  施  場  所  保健福祉総合センター  

実  施  回  数  各教室９回  

延 べ 参 加 人 数  ６１１人  

介護予防パーティー  

実  施  期  日  平成２９年１２月２５日（月）  

内      容  介護「よぼう仙人」スクールの各教室の取組発表  

実  施  場  所  公民館ホール  

参 加 人 数  ５１人  

介護予防基礎教室  

内      容  介護予防と口腔衛生の正しい基礎知識を学ぶ。  

実  施  場  所  保健福祉総合センター  

実  施  回  数  ８回  

延 べ 参 加 人 数  ７２人  

シニアが主役！寸劇講座  

内 容  
演劇に関する基本的な知識や技術を学ぶことで生き

がいを感じ、自身の介護予防につなげていく。  

実  施  回  数  １５回  

延 べ 参 加 人 数  １５６人  

備 考  
平成３０年３月１日（水）に認知症サポーター養成

講座において寸劇発表を行った。  

介護予防把握事業  
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内 容  
７５歳になる方を基準に訪問により介護予防推進を

行う。  

延 べ 訪 問 人 数  ８４９人  

地域自主グループ活動支援  

内      容  
薬剤師派遣や職員による体力測定、認知症講話を通

し介護予防、認知症予防を図る。  

実  施  回  数  １４回  

実 施 グ ル ー プ 数  ９グループ  

延 べ 参 加 人 数  ２９０人  

介護予防サポータースキルアップ研修  

実 施 日  平成２９年７月２６日（水）  

実 施 内 容  「高齢者歩行の観察からサポートへ」  

講 師  日本医療科学大学  助教授  矢嶋  昌英  氏  

対 象  介護予防サポーター養成研修 (初級・中級 )修了者  

実 施 場 所  公民館  ホール  

参 加 人 数  ３０人  

初級中級介護予防サポーター養成研修  

実 施 回 数  ４日間×２回  

内 容  初級中級介護予防サポーターの養成  

実 施 場 所  保健福祉総合センター及び公民館ホール  

養  成  人  数  ５６人  

介護予防サポーター情報交換会  

実  施  回  数  ３回  

実 施 内 容  介護予防サポーター間の情報交換と連携  

実  施  場  所  保健福祉総合センター  

養  成  人  数  延べ７３人  

上級介護予防サポーター養成講座  

実  施  回  数  ２回  

実 施 内 容  上級介護予防サポーターの養成  

実  施  場  所  公民館ホール  

養  成  人  数  ５９人  

 ②介護予防プラン作成（平成３０年３月末実績）  

作成人数（３月実績）・・２７８人（直営７０人・委託２０８人）  

延べ作成件数・・・・３ ,３３２人（直営８２２人・委託２ ,５０９人）  

 

（３）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業  

ケアマネジャーが包括的・継続的なケアマネジメントを実施することが必
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要であり、その実践を可能とするため、環境整備とケアマネジャーへのサポ

ートを行いました。  

 

①医療福祉連携合同研修会  

【第１回】  

実 施 日  平成２９年５月２９日（月）  

実 施 内 容  館林邑楽地域、太田市の退院調整ルールについて  

講 師  職員  

対 象  
町内および近隣のケアマネジャー並びに近隣市町の

医療機関、その他関係機関職員  

実 施 場 所  公民館ホール  

参 加 人 数  ６７人  

【第２回】  

実 施 日  平成２９年１２月１５日（金）  

実 施 内 容  退院時の住宅改修をテーマとしたグループ交流  

講 師  職員  

対 象  
町内および近隣のケアマネジャー並びに近隣市町の

医療機関、その他関係機関職員  

実 施 場 所  公民館ホール  

参 加 人 数  ３３人  

 

②ケアマネジメント研修会  

   【第１回】  

実 施 日  平成２９年１０月１８日（水）  

演 題  
「介護予防ケアマネジメント計画  

～計画書の作成・評価の基本～」  

講 師  職員  

対 象  
町内及び隣接の市町村のケアマネジャー（包括委託

先事業所対象）  

実 施 場 所  保健福祉総合センター  

参 加 人 数  ３０人  

   【第２回】  

実 施 日  平成２９年１０月１８日（水）  

演 題  「終末期がん患者のケアポイント」  

講 師  県立がんセンター  医師  風間  俊文  氏  

対 象  
町内及び隣接の市町村のケアマネジャー（包括委託

先事業所対象）  

実 施 場 所  公民館  大会議室  
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参 加 人 数  ３１人  

 （４）ケアマネジメント連絡会の開催  

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすことができるためには、ケアマ

ネジャーが包括的・継続的なケアマネジメントを実施することが必要であり、

その実践を可能とするため、環境整備とケアマネジャーへのサポートを行 い

ました。  

 

実 施 日  隔月第３水曜日（年６回）  

実 施 内 容  
ケアマネジャーの情報交換やケアマネジメントの資

質の向上と連携の強化  

対 象  町内ケアマネジャー  

延 べ 参 加 人 数  ６３人  

    

 （５）権利擁護事業  

認知症などにより判断能力が十分でない人の財産管理や、日常生活での様々な契約を行うた

めの成年後見制度及び日常生活自立支援事業の利用支援を行いました。 

また、複雑な課題を抱えた高齢者に対し、課題解決に向けた支援を検討・実施しました。 

高齢者虐待を把握した場合には「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する 

法律」（通称：高齢者虐待防止法）に基づき、町担当課と連携し、対応しました。 

さらに、高齢者の消費者被害の防止のため、町の消費生活センターや警察等と連携し、必要

な予防対策や支援を行いました。 

 

 ①消費者、被害者相談件数・・・５件  

 ②虐待対応件数・・・・・・・・９件  

 ③成年後見制度、日常生活自立支援事業に係る相談件数等  

  相談件数  

  成年後見制度          ４０件（延べ）  

  日常生活自立支援事業     １００件（延べ）  

  ※日常生活自立支援契約件数   １６件  

 ④成年後見制度研修会  

実 施 日  平成３０年１月２３日（火）  

演      題  「認知症と成年後見制度について」  

講      師  ノンフィクションライター  中澤まゆみ  氏  

対      象  一般町民  

実  施  場  所  文化むら  小ホール  

参  加  人  数  ７３人  

 

（６）認知症総合支援事業  

認知症地域支援推進員を配置し、認知症の人ができる限り住み慣れた環境で暮らし続けるこ

とができるよう、関係機関との連携構築に努めるほか、認知症の人やその介護者への相談支援
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業務を行いました。 

   

認知症相談  

相 談 件 数  １５３件  

認知症サポーター養成研修  

実  施  回  数  ４回  

実 施 内 容  認知症についての講話及び対応事例寸劇  

延 べ 参 加 人 数  １２３人  

認知症キッズサポーター養成講座  

実  施  期 日  
平成２９年６月２８日（水）  

午後１時３０分～３時１０分（５，６時間目）  

実  施  場  所  大泉町立南小学校  体育館  

対  象  学  年  ６年生  ２クラス  

参 加 人 数  １０５人  

オレンジカフェひだまり開催（認知症カフェ）  

実  施  回  数  １１回  

延 べ 参 加 人 数  １４９人  

認知症介護講演会  

開 催 日  平成３０年１月２５日（木）  

開 催 内 容  認知症について  

講 師  
足利富士見台病院  院長  根岸協一郎  氏  

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑマゼンタ和  ﾎｰﾑ長  須貝仁志  氏  

実 施 場 所  公民館ホール  

対 象  一般町民  

参 加 人 数  ７２人  

認知機能評価支援システム「タッチエム」  

内 容  

タ ッ チ パ ネ ル 式 パ ソ コ ン を 使 用 し 、 頭 の 元 気 度

と し て 評 価 し 、 そ れ に よ り 認 知 症 の 予 防 や 早 期

発見に役立てる。  

実 施 人 数  ７３人  

 

（７）普及啓発事業  

  ①職員による講演  

   実  施  回  数     ８回  

   延 べ 参 加 人 数  ２６６人  

  ②保健福祉まつり（地域包括支援センターのブースを設置）  

   クイズ参加人数  １５１人  
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   内      容  クイズや体力測定、展示を実施  

７  生活困窮者自立相談支援事業   ※群馬県社協委託事業  

群馬県社協の委託を受け、２年目となる生活困窮者自立相談支援事業においては、支所社協の

役割として邑楽郡５町の関係機関との連携を図るとともに、相談者に対し生活支援や就労支援を

行い、安定した生活に向けて仕事や住まいの確保などあらゆる面で支援を行いました。 

 

   生活困窮者自立支援事業担当者研修会へ参加  

開  催  日  開  催  内  容  

平成 29 年 7 月 31 日～ 8 月 2 日 (3 日間） 
自立相談支援事業従事者養成研修  

（前期）  

平成 29 年 11 月 20 日～ 22 日 (3 日間 ) 
自立相談支援事業従事者養成研修  

（後期）  

   生活困窮者自立支援事業の相談、支援  

   相談件数・・・２７４件  

       大泉町  邑楽町  千代田町  明和町  板倉町  

電 話  ５８  ２９   ３１  ４３   ４  

面 談  ４０   ２４   ６   １６   １１  

そ の 他  ３   １   １   ７   ０  

計  １０１   ５４  ３８  ６６   １５  

   支援件数・・・５７８件  

       大泉町  邑楽町  千 代 田 町  明和町  板倉町  

訪 問 ・ 同 行 支 援  ３８  １０  ９  ５２  ９  

他 機 関 と の 会 議   ０  ２  ０  ４  １  

他 機 関 と の 電 話

照 会 ・ 協 議  
８８  ３３  ３１  １８６  １８  

そ の 他  ３１  １６  ０  ５０  ０  

計  １５７  ６１  ４０  ２９２  ２８  

   支 援 調 整 会 議・・・・・・・・・９回  

   支所社協相談支援員連絡会議・・１１回  

 

８  その他福祉事業の推進  

（１）日本赤十字社事業への協力  

日本赤十字社は、災害救護や国際救援などの活動を行うために、会費・赤十字活動資金と寄

附金を財源として活動しています。 

 日本赤十字社の会費は、住民の安全と健康及び福祉の保持、あるいは防災、罹災者の救護等

の面で活用されています。 

 

①社員・社費募集への協力  

  収 納 会 議  １回  

  社 費 総 額  ５，２８８，０００円  
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  ※日本赤十字社群馬県支部へ送金  

②献血事業への協力  

実   施   回   数     ２回  

献   血   人   数     受付者   ４８人     採血者   ４２人  

③義援金受付（平成３０年３月３１日現在）  

東日本大震災募金総額  １７，８６４，４６１円  

平成２８年熊本地震災害義援金総額  ４ ,１０２，９３２円  

平成２９年７月５日からの大雨災害義援金  ２１０，１３６円  

秋田県大雨災害義援金  ２３，８０６円  

台風第１８号災害義援金  ２５４円  

   ※日本赤十字社を通して被災地へ送金  

  ④日本赤十字社群馬県支部大泉分区事務局として協力  

 

 （２）共同募金運動事業への協力  

共同募金運動は、赤い羽根をシンボルマークとして地域住民や学校・企業等で募金をお願い

し、高齢者や障害者に対する福祉の充実、子育て支援活動、地域福祉活動の啓発や推進のため

に活用されています。また、災害支援資金として使われています。 

 

①一般募金への協力  

運 営 委 員 会  １回  

配 分 審 査 委 員 会  １回  

収 納 会 議  １回  

イ ベ ン ト 募 金  ２回（環 境フ ェステ ィバル、 町民 体育祭 会場）  

募 金 実 績 額  ３，９２ ８， ４０９ 円  

   ※群馬県共同募金会へ送金  

②歳末たすけあい募金への協力  

社協 ･民 協合同 会議  １回  

募金実績 額  ３，２１ ６， ４５１ 円  

    ※群馬県共同募金会へ送金  

 

③保健福祉まつりへの参加  

平成２９年１１月１９日（日）共同募金啓発ブース設置  

④群馬県共同募金会大泉町支会事務局として協力  

 

（３）その他の福祉事業への協力  

   本会の目的達成のため、協賛や後援事業な ど積 極的 に 取り 組ん でい ます 。 
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 ①邑楽郡心身障がい児者療育父母の会事務局  

 ②邑楽郡老人クラブ連絡協議会事務局  

 ③後援事業  

  大泉町高齢者・身体障害者スポーツ大会  

  大泉町文化むら大衆演劇  

  SUBARU 労連クリスマスチャリティー公演  

  大泉町ぐるみ人権教育推進大会  

  大泉町制６０年記念花火大会  

 


